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◎前年度の評価の振り返り
前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0502 持続可能で健全な財政経営 契約管財課 古川 昌

財政を健全に維持しています

03 市有財産の適正な管理 契約管財課

市有財産が良好に維持管理されています

【現状】
・人口減少や少子高齢化が進行するなかで、建物施設の約5割が築30年以上となっており、今後10年以内に約8割の施設が築30年以上となるこ
とから、今後、維持管理費が増大し、財政負担が大きくなると予測されます。
・市が所有する財産を経営資産と捉えて、遊休財産の活用による新たな財源確保など総合的な有効活用が求められています。

【課題】
・花巻市公共施設マネジメント計画に基づき公共施設の維持管理や更新統廃合及び長寿命化等を推し進めるには、必要に応じて計画の見直し
や改訂を行う必要があります。
・遊休財産の活用には、「売却」や「貸し付け」など未利用市有財産の最適な利用方法を検討する必要があります。

・利活用予定のない市有財産について、適切な価格での売却及び土地の貸付けを行い、財産収入の増と維持管理コストの削減を図る。
・公共施設の最適な施設保有量、配置、コスト縮減、平準化を実現するため、公共施設マネジメント計画【基本方針編】へ効果額等を反映さ
せるなど見直しを進めるほか、「総量縮減」に向け、自治公民館系施設については、利用している自治会等との交渉に着手しており、施設の
譲渡・無償貸付といった方針を定めていく取組を重点的に行う。

・利活用の予定のない市有財産を適切価格での売却及び貸付けを進め、財産収入を増加させるともに、活用見込みのない施設を解体し維持管
理コストの削減を図った。
・公共施設マネジメント計画【基本方針編】をもとに、公共施設の「総量縮減」に向け自治公民館系施設について、利用している自治会へ無
償譲渡を行った。

(1)花巻市公共施設マネジメント計画の推進
・花巻市公共施設マネジメント計画【実施計画】の推進
・活用が見込まれない施設（旧料亭「まん福」）を解体し活用策を検討した。
（サウンディング調査、ワークショップ開催、跡地活用の検討）

(2)市有財産の有効活用
・売却及び貸付け等に関する最適な利用方法を検討した。
・利活用予定のない市有財産の公売及び貸付けを実施した。
・公売可能な土地を選定し、不動産鑑定評価を行った。
・公売情報の提供について紙面の制約のある広報紙にＱＲコードから展開する手法をとり、６件中４件の公売につなげた。
・自治会との協議を行い、自治公民館系施設の無償譲渡を行った（R4.3八幡研修センター条例を廃止、R4.4譲渡）。

施策評価シート(令和3年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

なし

（市有財産適正管理事業（市有財産売却促進））物件の選定や価格設定が重要であるが、加えて物件の魅力向上につながる付加価値を付け公
売を実施することにより財産収入の増加が見込まれる。

なし

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・未利用市有財産（土地）は、不整形地や狭小地などの公売による売払いに適さない土地もあり、隣接地と一体的な利活用等を検討する。優
良物件が少なくなってきており、過去に公売を見送った物件の見直しや売払い不適物件を解消するための整備を行い、公売可能な物件とする
ための投資を行う必要がある。
・公共施設マネジメント計画を推進するため、施設管理の意識づけや庁内における推進体制の構築を図る必要がある。

・利活用予定のない市有財産について、適切な価格での売却及び土地の貸付けを行い、財産収入の増加と維持管理コストの縮減を図る。
・公共施設の最適な施設保有量、コスト縮減、平準化を図るため、公共施設マネジメント計画【基本方針編】へ効果額等を反映させるなど見
直しを進めるほか、「総量縮減」に向け自治公民館系施設について、利用している自治会等との交渉を継続し、施設の譲渡・無償貸付の取組
みを重点的に行う。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

020

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

市有財産の最適利用と公共施設マネジメントの推進
（公売件数 5件、市有財産貸付 37件、 市有財産収入 土地建物貸付 9,777千円、土地建物売払 23,216千円 ）

庁舎の長寿命化を図るため、本館照明設備及び地下給排水設備改修とPCB廃棄物処理等を実施
（照明設備改修 20,724千円、給排水設備改修 7,920千円、PCB廃棄物処理 13,920千円、産廃取集運搬等 187千円）

C

-

一致

一致

直結

直結

A

A

市有財産適正管理事業費

庁舎設備等改修事業費

契約管財

契約管財


